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概要（Summary）
アンサンブルコンテストは、楽器・編成ごとの部門別ではなく、全楽器・全編成を総合して審
査・評価される。多種多様に編成してきた団体がエントリーする中、バリ・チューバアンサンブル
は出場の実績が非常に少ないのが現状である。コンテストの規定に則った上で、いかに楽曲の選択
を行うかが重要な課題であると考え、過去10年間にコンテスト出場団体が選択した楽曲を調査し
た。収集したデータから考察・検討した結果、四人の奏者の技量、価値観に合致したバリ・チュー
バアンサンブル楽曲に辿り着くことができた。
キーワード：選曲，規定，コンテスト，楽曲，奏者
1. はじめに
筆者はその１からその４において、楽器演奏の基礎的な指導について検証し、その結果を述べて
きた。基本（基礎）演習に続いて重要となるのが楽曲選択（以下「選曲」と示す）である。選曲は、
演奏する場面（コンクール、コンテスト、コンサートなど）や、聴衆、企画者のニーズに応えるも
のでなければならない。奏者は、演奏する環境、状況、場の雰囲気などをイメージしながら、選択
した楽曲を展開させ、様々なパフォーマンスへと繋げてゆく。さらに、コンサートの場合は全体の
所要時間が限られている中でオープニング、中間、エンディング、アンコールに使用する楽曲を含
め、何分程度の楽曲を何曲用意するかといったプログラム構成力も求められる。
いずれにせよ、楽曲の難易度、本番までの期間、奏者の技量などを考慮しての計画的な選曲を行
い、奏者の力、楽曲の魅力を最大限に引き出す事が課題である。本研究では、アンサンブルコンテ
ストに特化し、選曲に至るまでの経緯とその根拠について述べる。
2. コンテストの規定について
エントリーや選曲の前に、全日本アンサンブルコンテスト実施規定を確認する必要があった。社
会団体の四人の奏者に関連する特に重要な項目は以下の通りである。
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（実施部門）
第５条　実施部門は次のとおりである。
　　　①中学校の部　　②高等学校の部　　③大学の部　　④職場・一般の部
（参加規定）
第６条　各グループの編成は３名以上８名までとする。
第７条　 各部門の参加資格は次のとおりとする。ただし、同一人が二つ以上のグループに重複して
出場することは認めない。なお、年齢については問わない。
　　　④職場・一般の部
　　　　当該団体の団員とする。ただし、職業演奏家の参加は認めない。
第８条　 参加グループの人員及び資格に疑義が判明したときは、出場を停止または失格とする場合
がある。
（演　　奏）
第９条　参加グループは任意の１曲を演奏して審査を受けるものとする。組曲も１曲とみなす。
第10条　 編成は、木管楽器・金管楽器・打楽器・コントラバスによるものとする。ただし、コン
トラバスのみによる編成及びリコーダーの使用は認めない。
　　　２ 同一パートを２名以上で演奏することは認めない。
第11条　演奏曲は支部大会で演奏したものとする。
第12条　 著作権が存在する楽曲を編曲して演奏する場合は、事前に著作権者からの編曲の許諾を
受けなければならない。その許諾を受けないで本大会に出場することは認めない。
（注）１）作曲者の死後およそ50年を経ていない大半の作品には、著作権が存在する。
　　　２） 編曲の許諾は、日本音楽著作権協会ではなく、著作権者（作曲者またはその楽譜の出版
社など）が行っている。
第13条　演奏時間は５分以内とする。
第14条　演奏時間が超過した場合は失格とし、審査の対象としない。
特に第13条に関しては、５分以内で収まる楽曲を選択、あるいは５分以上の楽曲から抜粋し５
分以内に収める必要がある。本番は予想外のことが起こりうる。過去にもコンテストにおいて、５
分以内に収まる予定が、テンポが遅くなったり、楽章間が空きすぎたりしたことにより演奏時間が
超過し失格となった事例がある。そのようなことから、どの団体も神経を使う所であるといえよ
う。
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3. 情報を収集する
アンサンブルコンテストでは、先に記した参加規定第６条、第10条に基づいて、それぞれの団
体が選曲を行い、その楽曲に相応しい担当楽器 （メンバー）を編成する。或いはメンバーを編成
し、それに相応しい楽曲を選択する。編成の範囲内で様々な楽曲が選択され、奏者はコンテストに
おいて成果を披露する。
学校団体では、吹奏楽の編成に基づいて楽器を担当されていることが多いため、全員参加を目的
としている団体の顧問は、アンサンブルの構成と人選に毎年苦心している。筆者も、指導している
学校の顧問から相談を受ける。指定された楽器編成の中で楽譜がないものについては、コンテスト
の規定に基づいて編曲することもあった。この社会団体に関していえば、既にメンバーによる編成
が固定化しているため、その必要はなかった。従って四人の奏者には、置かれた状況に応じた選曲
の方法が必要となってくる。
毎年、多くの作曲家が様々な編成、また、団体による委嘱等で作曲を行っている。レパートリー
の拡充に伴い、奏者にとって選択の幅が広がっている。勿論、バリ・チューバアンサンブルのレ
パートリーに関しても少しずつではあるが増えてきている。そのような状況の中、アンサンブルコ
ンテストで演奏するのに相応しいとされている曲がどれだけ存在するのかを知ることが課題となっ
た。筆者は、先ず過去10年間（1991年〜2000年）の全日本アンサンブルコンテストにおける大学、
職場、一般のそれぞれの部門において使用されている楽曲を調査することとした（表１〜表10）。
編成 作曲家名 曲名 グレード 備考
打楽器七重奏 シフマン ムジカ・バトゥータ 3
管打八重奏 ショスタコーヴィチ 交響曲第１番より 不明
金管八重奏 ラングフォード 「ロンドン小景」より 4.5
金管八重奏 スザート 「舞曲集」より 4
金管八重奏 中川　昌 民謡ファンタジー第１楽章 不明
金管六重奏 ダール 金管楽器のための音楽 不明
金管五重奏 ホロヴィッツ 「ミュージックホール組曲」より 3
金管五重奏 プレヴィン フォー・アウティング 5
金管五重奏 モーツァルト アレルヤ 3
トロンボーン八重奏 ハートリー ８本のトロンボーンのためのカンツォーナ 不明
トロンボーン四重奏 フィルモア シャウティン・ライザ・トロンボーン 5
チューバ三重奏 ネリベル ルーダス 4
サクソフォーン四重奏 デザンクロ 「サクソフォーン四重奏曲」より 5
サクソフォーン四重奏 アプシル 「ルーマニア民謡の主題による組曲」より 5
サクソフォーン四重奏 ピエルネ 民謡風ロンドの主題による序奏と変奏 5
サクソフォーン四重奏 ヴェロンヌ アンダルシアの騎士 4
サクソフォーン四重奏 ウッズ ３つの即興曲 不明
クラリネット八重奏 ウーバー マスク 不明
クラリネット八重奏 ゴートン カプリチオ 4
クラリネット四重奏 トマジ 「３つのディヴェルティメント」より 4
クラリネット四重奏 モーツァルト 弦楽四重奏曲変ロ長調「狩」より 不明
フルート四重奏 クーラウ グランド・カルテット 4
フルート四重奏 カステレード 笛吹きたちの休日 5
木管五重奏 プロコフィエフ 戦争ソナタより 不明
木管五重奏 ヴィヴァルディ ２本のフルートのための協奏曲は長調 不明
表１　1991年
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表２　1992年
表３　1993年
編成 作曲家名 曲名 グレード 備考
管打八重奏 ハチャトゥリアン 「子供のアルバム」より 不明
金管八重奏 ガブリエリ カンツォンとソナタ集よりカンツォン第８番 3
金管八重奏 レスピーギ 「リュートのための古風な舞曲とアリア」第３組曲より 不明
金管八重奏 ガブリエリ アンティーフォニー第２番 3
金管八重奏 ラングフォード 「ロンドン小景」より 4.5
金管八重奏 ガブリエリ 第７旋法による八声のカンツォン第１番 3
金管八重奏 クーツェル 「金管のための交響曲」より第３楽章 不明
金管六重奏 デンツァ ナポリの主題による変奏曲 5
金管六重奏 スッぺ 序曲「詩人と農夫」 5
金管五重奏 アンダーソン そりすべり 3
金管五重奏 エワルド 金管五重奏のための交響曲 3 今大会では２団体演奏
トロンボーン四重奏 ガーシュイン ポートレート 5
サクソフォーン四重奏 ピエルネ 民謡風ロンドの主題による序奏と変奏 5
サクソフォーン四重奏 デザンクロ 「サクソフォーン四重奏曲」より 5
サクソフォーン四重奏 ドビュッシー 「弦楽四重奏曲」より第１番アンダンティーノ 不明
サクソフォーン四重奏 スカルラッティ 「３つの小品」より 4
サクソフォーン四重奏 ドヴォルザーク 弦楽四重奏曲第12番「アメリカ」より 5
サクソフォーン四重奏 ピエルネ ３つの会話 不明
サクソフォーン四重奏 リヴィエ グラーヴェとプレスト 5
サクソフォーン四重奏 パスカル 「サクソフォーン四重奏曲」より 5
クラリネット八重奏 森田一浩 オーバード 5
クラリネット八重奏 グリエール バレエ音楽「赤いけしの花」より６．ロシア水兵の踊り 5
クラリネット四重奏 トマジ 「３つのディヴェルティメント」より 4
クラリネット四重奏 デュボア 「クラリネット四重奏曲」より 5
クラリネット三重奏 西部哲哉 「ルトゥール」〜３本のクラリネットのための〜 不明
木管五重奏 ハイドン ディヴェルティメントより 5
木管四重奏 ブラームス 眠りの精 不明
編成 作曲家名 曲名 グレード 備考
管打八重奏 スロニムスキー 子供のための小品集より鐘、お天気の悪い夕べ、冒険漫画映画 不明
管打八重奏 ジェルヴェーズ 「フランス・ルネサンス舞曲集」より 5
管打八重奏 プロコフィエフ 戦争ソナタより 不明
金管八重奏 ヘイゼル 「３匹の猫」よりミスター・ジャムス 5
金管八重奏 バード オックスフォード伯爵のマーチ 5
金管六重奏 ハーン 金管六重奏のための「組曲」より 不明
金管五重奏 アーノルド 金管五重奏曲より 5
バリ・チューバ五重奏 チーザム コンソーシアム 4
サクソフォーン四重奏 デザンクロ 「サクソフォーン四重奏曲」より 5
サクソフォーン四重奏 リュエフ 「演奏会用四重奏曲」より 5
サクソフォーン四重奏 アプシル 「ルーマニア民謡の主題による組曲」より 5
サクソフォーン四重奏 サンジュレー 「サクソフォン四重奏曲第１番」より 4
サクソフォーン四重奏 リヴィエ グラーヴェとプレスト 5
サクソフォーン四重奏 櫛田胅之扶 サクソフォーン四重奏のための「万葉」より 4
サクソフォーン四重奏 デュボア 「サクソフォーン四重奏曲」より 4
クラリネット四重奏 ベネット クラリネット・ラプソディ 4
クラリネット四重奏 ベネット アルゼンチン 4
クラリネット四重奏 トマジ 「３つのディヴェルティメント」より 4
クラリネット四重奏 カルレ プレリュードとダンスよりダンス 4
クラリネット四重奏 三浦真理 クラリネット四重奏のための「クローバーファンタジー」より 5
フルート四重奏 ボザ 「夏山の一日」より 5
フルート三重奏 ロレンツォ 華麗なる奇想曲 5
木管五重奏 ダンツィ 「木管五重奏曲ト短調」 5
木管五重奏 イベール 「３つの小品」より 4
木管三重奏 ゼレンカ ２つのオーボエとファゴットのためのソナタ第５番より 5
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表４　1994年
表５　1995年
編成 作曲家名 曲名 グレード 備考
打楽器五重奏 グリーン ５人の打楽器奏者のための”超絶技巧練習曲集”より 不明
管打八重奏 モーツァルト 「セレナーデ第12番」ハ短調K.388より第１楽章 不明
金管八重奏 パーカー 「ニューヨークのロンドン子」より 5
金管八重奏 ラングフォード 「ロンドン小景」より 4.5
金管八重奏 ティッモンズ モーニン 3
金管八重奏 ガブリエリ ピアノとフォルテのソナタ 3
金管七重奏 ドッジソン 「金管七重奏のための組曲」より 4
金管七重奏 ボザ 「金管七重奏のための３つの小品」より 3
金管五重奏 エワルド 金管五重奏のための交響曲 3
金管五重奏 フォスター ジャン・ジャン・フォスター 2
金管五重奏 ガーシュイン ジョージ・ガーシュイン・ヒット・メドレー 4
トロンボーン四重奏 ティボール 序奏、主題と変奏 5
サクソフォーン八重奏 ヴィラ＝ロボス 「ブラジル風バッハ第１番」より第１楽章 不明
サクソフォーン八重奏 ドヴォルザーク 弦楽セレナーデop.22より終楽章 不明
サクソフォーン四重奏 ピエルネ 民謡風ロンドの主題による序奏と変奏 5
サクソフォーン四重奏 パスカル 「サクソフォーン四重奏曲」より 5
クラリネット八重奏 ネリベル コラールと舞曲 5
クラリネット八重奏 バルトーク 「ルーマニア民族舞曲」より 4
クラリネット八重奏 磯崎敦博 クラリネット・プレスト 4
クラリネット四重奏 カルレ プレリュードとダンスよりダンス 4
クラリネット四重奏 磯崎敦博 兜率の憂い 5
クラリネット四重奏 ウォーターソン 「グランド・カルテット」より第4楽章 不明
木管六重奏 トマジ 木管六重奏のための「春」より 4
木管三重奏 ベルビギエ 木管三重奏曲 不明
編成 作曲家名 曲名 グレード 備考
打楽器七重奏 伊藤康英 バリ島からの幻想曲'84 4
打楽器六重奏 ロサウロ 「マリンバとパーカッションアンサンブルのための協奏曲」より 5
打楽器四重奏 マルタ 人形の家 不明
金管八重奏 シュグレディ ハバナギラ 不明
金管八重奏 ガブリエリ ピアノとフォルテのソナタ 3
金管八重奏 ガブリエリ 八声のカンツォン第10番 3
金管八重奏 ガーデ ジェラシー 不明
金管八重奏 クーツェル 「金管のための交響曲」より第１楽章 不明
金管八重奏 ガブリエリ カンツォーナ・ベル・ソナール 3
金管八重奏 ガブリエリ 第１旋法による八声のカンツォン 3 今大会では２団体演奏
金管四重奏 カーマイケル スターダスト 5
トロンボーン四重奏 ウーバー ３つの小品29 4
トランペット四重奏 シャイト カンツォン・コルネット 3
サクソフォーン四重奏 パパンドプロ ６つのクロッキーより第１・６楽章 不明
サクソフォーン四重奏 メンデルスゾーン ６つの前奏曲とフーガより第５番 不明
サクソフォーン四重奏 デザンクロ 「サクソフォーン四重奏曲」より 5
サクソフォーン四重奏 スカルラッティ 「３つの小品」より 4
クラリネット八重奏 ヴァン=デル=ロースト 「リクディム」４つのイスラエル民族舞曲 5
クラリネット七重奏 ネリベル コラールと舞曲 5
クラリネット七重奏 森田一浩 クラリネット七重奏のための"エレジーア、リトミカ、サンバ・オスティナート"より 4
クラリネット五重奏 ブラームス 弦楽五重奏曲第２番ト長調作品111より第３楽章 不明
クラリネット五重奏 モーツァルト 弦楽五重奏曲第２番ハ短調K.406より第１楽章 不明
クラリネット四重奏 ベネット クラリネット・ラプソディ 4
フルート四重奏 デュボア 「フルート四重奏曲」より第２・３・４楽章 4
木管六重奏 デュボア シンフォニア・ダ・カメラ 4
木管三重奏 ベートーヴェン グランド・トリオ 不明
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表６　1996年
表７　1997年
編成 作曲家名 曲名 グレード 備考
打楽器五重奏 ロシア民謡 バラライカ 不明
打楽器四重奏 三木　稔 マリンバ・スピリチュアル 5
金管八重奏 ジェルヴェーズ 「フランス・ルネサンス舞曲集」より 5
金管八重奏 ラングフォード 「ロンドン小景」より 4.5 今大会では２団体演奏
金管八重奏 クーツェル 金管アンサンブルのためのコロキヴィウム 不明
金管八重奏 ガブリエリ 第７旋法による八声のカンツォン第１番 3
金管八重奏 バード オックスフォード伯爵のマーチ 5
金管八重奏 ヘンデル 「王宮の花火の音楽」よりメヌエット・歓喜 不明
金管三重奏 バーディン ソナチネより 4
トロンボーン四重奏 小長谷宗一 ４本のトロンボーンのための「夢」よりI・III 4
トロンボーン四重奏 フィルモア 「トロンボーンファミリー」よりシャウティン・リーザ・トロンボーン 5
トロンボーン四重奏 ガーシュイン ポートレート 5
トランペット四重奏 ポラック ザッツアプレンティー 4
サクソフォーン四重奏 長生　淳 もあしび 4
サクソフォーン四重奏 櫛田胅之扶 サクソフォーン四重奏のための「万葉」より 4
サクソフォーン四重奏 アルベニス セヴィリア 4
サクソフォーン四重奏 横内章次 バラード・フォー・トルヴェール 4
クラリネット八重奏 バルトーク 「ルーマニア民族舞曲」より 4
クラリネット八重奏 デル=ボルゴ ドデカフォニック・エッセイ 5
クラリネット四重奏 三浦真理 クラリネット四重奏のための「クローバーファンタジー」より 5
クラリネット四重奏 ムソルグスキー 「展覧会の絵」より第3,5,7,9,10楽章 5
クラリネット四重奏 磯崎敦博 兜率の憂い 5
クラリネット四重奏 ドゥファイ 「オーディションのための６つの小品」よりI・II・VI 5
クラリネット四重奏 ウール 「ディヴェルティメント」より第３楽章 5
クラリネット三重奏 プート 「テルツェット」より 5
木管八重奏 クロンマー オクテットパルティータ作品57より第４楽章 5
木管六重奏 トマジ 木管六重奏のための「春」より 4
木管五重奏 リゲティ 木管五重奏のための「６つのバガテル」より 4.5
木管三重奏 モーツァルト ソナチネ第４番 4
編成 作曲家名 曲名 グレード 備考
打楽器六重奏 デ=ポンテ 祝典とコラール 5
管打四重奏 ネッケ クシコス・ポスト 3
管打三重奏 ヘンデル トリオソナタ 不明
金管八重奏 プレトリウス 「テレプしコーレ集」よりエントリー、ブーレ、ヴォルト 4
金管八重奏 ラングフォード 「ロンドン小景」より 4.5
金管八重奏 パーカー 「ニューヨークのロンドン子」より 5 今大会では２団体演奏
金管八重奏 ガブリエリ ピアノとフォルテのソナタ 3 今大会では２団体演奏
金管六重奏 福田昌範 金管六重奏のためのラプソディ 3.5
金管五重奏 ロブリー アメリカン・イメージ 4
トランペット七重奏 プレステイ 組曲よりイントラーダ 不明
トロンボーン四重奏 プレッサー トロンボーン四重奏のためのシャコンヌとマーチ 不明
サクソフォーン八重奏 チャイコフスキー 弦楽のためのセレナードより終楽章 4
サクソフォーン四重奏 平部やよい 四つの自我 5
サクソフォーン四重奏 ドビュッシー 「ベルガマスク組曲」よりプレリュード 4
サクソフォーン四重奏 グラズノフ 四重奏曲 5
サクソフォーン四重奏 ボザ 「アンダンテとスケルツォ」より 5
サクソフォーン四重奏 デザンクロ 「サクソフォーン四重奏曲」より 5 今大会では２団体演奏
サクソフォーン四重奏 パスカル 「サクソフォーン四重奏曲」より 5 今大会では２団体演奏
クラリネット八重奏 ヴァン=デル=ロースト 「リクディム」４つのイスラエル民族舞曲 5
クラリネット八重奏 ブリテン シンプル・シンフォニー 不明
クラリネット六重奏 ルーシュール 「家族」より 5
クラリネット四重奏 アルビノーニ ソナタト長調より 不明
クラリネット四重奏 三浦真理 クラリネット四重奏のための「クローバーファンタジー」より 5
クラリネット四重奏 ヴァン=デル=ロースト アルギュレスク 5
クラリネット四重奏 ドゥファイ 「オーディションのための６つの小品」よりI・II・VI 5
フルート四重奏 ボザ 「夏山の一日」より 5
木管六重奏 デュボア シンフォニア・ダ・カメラ 4
木管三重奏 ベートーヴェン グランド・トリオ 不明
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表８　1998年
表９　1999年
編成 作曲家名 曲名 グレード 備考
打楽器六重奏 ロサウロ 「マリンバとパーカッションアンサンブルのための協奏曲」より 5
打楽器五重奏 三木　稔 マリンバ・スピリチュアル 5
打楽器四重奏 伊藤康英 バリ島からの幻想曲'84 4
金管八重奏 リチャーズ 「高貴なる葡萄酒を讃えて」より 5 今大会では２団体演奏
金管八重奏 プレトリウス 「テレプシコーレ集」より 4 今大会では３団体演奏
金管八重奏 ラングフォード 「ロンドン小景」より 4.5 今大会では２団体演奏
金管八重奏 ジェルヴェーズ 「フランス・ルネサンス舞曲集」より 5
金管六重奏 ガーシュイン スリーガーシュインソングス 不明
金管五重奏 アーノルド 金管五重奏曲より 5
バリ・チューバ四重奏 フラッケンポール 「ポップ組曲」より 4
サクソフォーン五重奏 バルトーク ハンガリアンピクチャーズ 3
サクソフォーン四重奏 リヴィエ グラーヴェとプレスト 5 今大会では２団体演奏
サクソフォーン四重奏 デザンクロ 「サクソフォーン四重奏曲」より 5 今大会では３団体演奏
サクソフォーン四重奏 ピアソラ タンゴのための４人 5
クラリネット八重奏 ヴァン=デル=ロースト 「リクディム」４つのイスラエル民族舞曲 5
クラリネット八重奏 レスピーギ 「リュートのための古風な舞曲とアリア」第３組曲より 3.5
クラリネット四重奏 ウォーターソン 「グランド・カルテット」より 不明
クラリネット四重奏 磯崎敦博 兜率の憂い 5
クラリネット三重奏 ノイマン 「クラリネットのための５つの小品」より 不明
クラリネット三重奏 モーツァルト 「ディヴェルティメント変ロ長調KV439b」よりメヌエット、ロンド 不明
クラリネット三重奏 フンメル ３本のクラリネットのためのトリオ 4
木管五重奏 ダンツィ 「木管五重奏曲変ロ長調」 5
木管三重奏 アーノルド 「ディヴェルティメント」より 5
編成 作曲家名 曲名 グレード 備考
打楽器七重奏 シフマン ムジカ・バトゥータ 3
混成七重奏 松岡祐治 アジアンムード 不明
管打四重奏 ヘンデル トリオソナタ 不明
金管八重奏 アブレウ ティコティコ 5
金管八重奏 リチャーズ 「高貴なる葡萄酒を讃えて」より 5 今大会では３団体演奏
金管八重奏 プレトリウス 「テレプシコーレ集」より 4 今大会では３団体演奏
金管五重奏 アーノルド 金管五重奏曲より 5
金管五重奏 バック 「ラウンズアンドダンスィーズ」よりIV牧歌、Vギャロップ 不明
金管五重奏 ファーナビー フレール・ジャック 4
金管五重奏 バーンスタイン 「ウエストサイドストーリー」より 5
トロンボーン四重奏 ガーシュイン ポートレート 5
トロンボーン四重奏 シューベルト 「弦楽四重奏曲第４番」より第２楽章 不明
サクソフォーン四重奏 ドヴォルザーク 「弦楽のためのセレナーデ」より第５楽章 5
サクソフォーン四重奏 ショルティーノ 異教徒の踊り 5
サクソフォーン四重奏 ラヴェル 組曲「クープランの墓」より 不明
サクソフォーン四重奏 デザンクロ 「サクソフォーン四重奏曲」より 5 今大会では４団体演奏
サクソフォーン四重奏 リュエフ 「サクソフォーン四重奏曲」より 5
クラリネット四重奏 ジェイコブ スケルツェット、パヴァーヌとゴパーク 5
クラリネット四重奏 ドゥファイ 「オーディションのための６つの小品」より 5
クラリネット四重奏 ウィルソン パガニーニの主題による変奏曲 5
クラリネット三重奏 プート 「テルツェット」より 5
木管四重奏 テレマン 「ターフェルムジーク」よりカルテット 不明
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吹奏楽やアンサンブルの楽譜には、グレード（難易度）が数字またはアルファベットで記されて
いることが多い。標記方法は出版会社によって異なり、数字では１〜５（あるいは６）、アルファ
ベットではＡ〜Ｆで表されている。図表ではアルファベット標記のものを数字標記に置き換えて１
〜５段階（Ａ：１、Ｂ：２、Ｃ：３、Ｄ：４、Ｅ,Ｆ：５）で表すこととした。図上のグレード「不
明」となっているものは未出版、クラシック作品を編曲したもの、出場している団体のために委嘱
された作品が殆どである。楽器の特徴や楽器編成が多様であり、楽曲それぞれに特徴があることか
ら、難易度を判断することは難しいが、表から分かるように、グレードが４以上の作品が大半を占
めている。演奏者はその楽譜を楽器の音色で表現するのである。筆者はさらに複数回（２回以上）
演奏されている作品をピックアップすることとした（表11）。
筆者はそれらの楽曲全ての音源を集め、一曲ずつ繰り返し聴いてみた。その結果、以下５つの特
徴を見つけ出すことができた。
①　 急と緩を組み合わせた構成で緩急の転換が分かりやすい（例えば急-緩-急、緩-急-緩などの三
部構成）
②　急と緩それぞれの中に聴かせどころ（山場、クライマックス的フレーズ）がある
③　マルカート奏法とレガート奏法の違いが鮮明である
④　高音域から低音域まで合奏体に厚みがある
⑤　フォルテ系の表現とピアノ系の表現の違いが鮮明である
表10　2000年
編成 作曲家名 曲名 グレード 備考
打楽器七重奏 ロサウロ 「マリンバとパーカッションアンサンブルのための協奏曲」より 5
打楽器六重奏 伊藤康英 バリ島からの幻想曲'84 4
管打八重奏 利根川　勝 「インテリジェンスNo.4」より1.2 不明
金管八重奏 アブレウ ティコティコ 5
金管六重奏 プレトリウス 「テレプシコーレ集」より 4
金管五重奏 ガーシュイン 「ポギーとベス」より 4
金管四重奏 ブラ クァルテット・フォー・ローブラス 不明
トランペット三重奏 デュボア 「５つのバガテル」より 4
サクソフォーン八重奏 チャイコフスキー 「弦楽六重奏曲フィレンツェの思い出」よりダ４楽章 不明
サクソフォーン四重奏 スカルラッティ 「３つの小品」より 4
サクソフォーン四重奏 ドビュッシー アラベスク第１番 3.5
サクソフォーン四重奏 ドビュッシー 「弦楽四重奏曲」より第１番アンダンティーノ 不明
サクソフォーン四重奏 サンジュレー 「サクソフォン四重奏曲第１番」より 4 今大会では２団体演奏
サクソフォーン四重奏 櫛田胅之扶 サクソフォーン四重奏のための「万葉」より 4
サクソフォーン四重奏 デザンクロ 「サクソフォーン四重奏曲」より 5 今大会では３団体演奏
サクソフォーン四重奏 三浦真理 「ティータイムの画集」より 4
クラリネット四重奏 コバ 楽天家に捧ぐ螺旋 5
クラリネット四重奏 ドゥファイ 「オーディションのための６つの小品」より 5
クラリネット四重奏 磯崎敦博 野宮 5
クラリネット四重奏 ベネット アルゼンチン 4
クラリネット四重奏 ウィルソン パガニーニの主題による変奏曲 5
クラリネット三重奏 クック 「３本のクラリネットのための組曲」より3.4 3
フルート三重奏 ホフマイスター 小三重奏曲 4
フルート三重奏 クーラウ 「３つのトリオ」ト短調より第1,2楽章 4
木管五重奏 リゲティ 木管五重奏のための「６つのバガテル」より 4.5
木管五重奏 ハイドン ディヴェルティメントより 5
木管三重奏 ベートーヴェン グランド・トリオ 不明
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さらに重要なのは、それらの楽曲が独創性に富むということである。年代によって流行曲も存在
するが、デザンクロ作曲「サクソフォーン四重奏曲」（サクソフォーン四重奏）、パスカル作曲「サ
クソフォーン四重奏曲」（サクソフォーン四重奏）、リヴィエ作曲「グラーヴェとプレスト」（サク
ソフォーン四重奏）、ラングフォード作曲「ロンドン小景」（金管八重奏）、プレトリウス作曲「テ
レプシコーレ集」（金管八重奏）、リチャーズ作曲「高貴なる葡萄酒を讃えて」（金管八重奏）、ガブ
リエリ作曲「ピアノとフォルテのソナタ」（金管八重奏）、ドゥファイ作曲「オーディションのため
の６つの小品」（クラリネット四重奏）を始め、それぞれの楽器と編成をみると、これらと同じ編
成の楽曲を選択した団体が圧倒的に多い。独創性に富んでいるからこそ魅力的であり、演奏される
機会が多いのであろうと考えられる。以上のことを踏まえ、バリ・チューバアンサンブルの選曲に
取り組むこととなった。
表11
編成 作曲家名 曲名 演奏回数
打楽器七重奏 シフマン ムジカ・バトゥータ 2
打楽器四、六、七重奏 伊藤康英 バリ島からの幻想曲'84 3
打楽器六、七重奏 ロサウロ 「マリンバとパーカッションアンサンブルのための協奏曲」より 3
打楽器四、五重奏 三木　稔 マリンバ・スピリチュアル 2
金管八重奏 プレトリウス 「テレプシコーレ集」より 6
金管八重奏 リチャーズ 「高貴なる葡萄酒を讃えて」より 5
金管八重奏 ラングフォード 「ロンドン小景」より 8
金管八重奏 ガブリエリ 第７旋法による八声のカンツォン第１番 3
金管八重奏 クーツェル 「金管のための交響曲」より第１楽章 2
金管八重奏 バード オックスフォード伯爵のマーチ 2
金管八重奏 パーカー 「ニューヨークのロンドン子」より 3
金管八重奏 ガブリエリ ピアノとフォルテのソナタ 4
金管八重奏 ガブリエリ 第１旋法による八声のカンツォン 2
金管五重奏 エワルド 金管五重奏のための交響曲 2
金管五重奏 アーノルド 金管五重奏曲より 3
トロンボーン四重奏 ガーシュイン ポートレート 3
サクソフォーン四重奏 デザンクロ 「サクソフォーン四重奏曲」より 16
サクソフォーン四重奏 アプシル 「ルーマニア民謡の主題による組曲」より 2
サクソフォーン四重奏 ピエルネ 民謡風ロンドの主題による序奏と変奏 3
サクソフォーン四重奏 ドビュッシー 「弦楽四重奏曲」より第１番アンダンティーノ 2
サクソフォーン四重奏 スカルラッティ 「３つの小品」より 3
サクソフォーン四重奏 リヴィエ グラーヴェとプレスト 4
サクソフォーン四重奏 パスカル 「サクソフォーン四重奏曲」より 4
サクソフォーン四重奏 サンジュレー 「サクソフォン四重奏曲第１番」より 3
サクソフォーン四重奏 櫛田胅之扶 サクソフォーン四重奏のための「万葉」より 3
クラリネット八重奏 バルトーク 「ルーマニア民族舞曲」より 2
クラリネット八重奏 ヴァン=デル=ロースト 「リクディム」４つのイスラエル民族舞曲 3
クラリネット七、八重奏 ネリベル コラールと舞曲 2
クラリネット四重奏 トマジ 「３つのディヴェルティメント」より 2
クラリネット四重奏 ベネット クラリネット・ラプソディ 2
クラリネット四重奏 ベネット アルゼンチン 2
クラリネット四重奏 カルレ プレリュードとダンスよりダンス 2
クラリネット四重奏 三浦真理 クラリネット四重奏のための「クローバーファンタジー」より 3
クラリネット四重奏 磯崎敦博 兜率の憂い 3
クラリネット四重奏 ウォーターソン 「グランド・カルテット」より 2
クラリネット四重奏 ドゥファイ 「オーディションのための６つの小品」より 4
クラリネット三重奏 プート 「テルツェット」より 2
クラリネット四重奏 ウィルソン パガニーニの主題による変奏曲 2
フルート四重奏 ボザ 「夏山の一日」より 2
木管六重奏 トマジ 木管六重奏のための「春」より 2
木管六重奏 デュボア シンフォニア・ダ・カメラ 2
木管五重奏 リゲティ 木管五重奏のための「６つのバガテル」より 2
木管五重奏 ハイドン ディヴェルティメントより 2
木管三重奏 ベートーヴェン グランド・トリオ 3
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4. バリ・チューバアンサンブルの選曲について
４−１　選曲の時期
選曲は、単に楽曲を選べばよいというものではない。選ぶ時期も非常に重要であると筆者は考え
る。決定時期が早すぎると、奏者は楽曲研究に時間をかけ過ぎ、楽曲に対して飽きが来る。そうな
ると、奏者にその意識がなくとも練習や演奏そのものへの意欲が低下してしまう恐れがある。逆に
遅くなると、楽曲研究が間に合わず、イメージを掴みきれないまま本番を迎え、技量があっても表
現の面において不十分な演奏となりかねない。さらに四人の奏者は仕事と家庭を持ちながらの活動
であること、他の吹奏楽団体に団員あるいは賛助として所属し、吹奏楽コンクール、定期演奏会等
の演奏活動に参加していることを考慮して選曲時期を決定しなければならなかった。そこで筆者
は、下記のように四人の奏者の楽器演奏に関する活動を月別のケジュールにしてまとめた（表12）。
表12
１月 アンサンブルコンテスト
（西関東大会）：下旬
２月
３月 定期演奏会 ４月
５月 定期演奏会 ６月 定期演奏会
７月 ８月 吹奏楽コンクール（県大会）：上旬
９月 定期演奏会、吹奏楽コンクール
（西関東大会）：中旬
10月 定期演奏会
11月 12月 アンサンブルコンテスト（県大会）：上旬
２月、４月、７月および11月は、空欄になっている。これは、訪問演奏、慰問演奏（お座敷とも
呼ばれる）など、それぞれの本番に向けての強化練習等に充てられていることが多いためである。
また、吹奏楽コンクールに出場する団体は、アンサンブルコンテストが終了した２月及び３月の段
階で選曲に取りかかることが多い。３月は仕事面（人事異動、決算等）で多忙になる時期でもあり、
個人差はあるものの、楽器を練習する時間が全くと言ってよい程とれないのが現状である。実際、
練習に取りかかるのは４月に入ってからというのが、四人の奏者と話し合った結果である。吹奏楽
コンクールの選曲から８月上旬の県大会まで、期間はおよそ４ヶ月である。ここにアンサンブルコ
ンテストに向けての計画を組み込むと、６月から７月に選曲し、８月の吹奏楽コンクール終了後、
練習にとりかかることとなる。このようなスケジュールで活動しながら、計画的に楽譜と音源の収
集も行わなければならない。楽譜を取り寄せるとなると、届くまでに早いもので３日程度、輸入楽
譜に関しては３ヶ月近くかかる場合もある。以上のことからコンテスト県大会当日のおよそ１年前
に候補の曲を数曲提示するよう指示し、７月までには絞り込むこととした。コンテストに出場した
年はすべて、このスケジュールに添って選曲を行った。
４−２　選曲会議
８月の吹奏楽コンクール終了後、盆休みの時期を利用して２日間の合宿を行っている。新潟県内
には、リーズナブルな料金で利用できる合宿施設がいくつも存在しており、コンテストの練習に取
りかかる前に集中的に個人レッスン、グループレッスンが出来る。この合宿中に選曲会議を開き、
７月の時点で数曲にしぼられた楽曲を楽譜と照らし合わせながら鑑賞した。そこで先ず３つの事に
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着目した。
①　四人の奏者がユーフォニアム２人、チューバ２人により構成されていること
②　 筆者が髙島（2011）においても示したように、バリ・チューバアンサンブルの場合、その楽
曲の殆どが四重奏（ユーフォニアム２、チューバ２）による作品であること
③　 前表から分かるように、コンテストにおけるバリ・チューバアンサンブルの出場実績が極端に
少ないのが現状であること
結果、より独創性のある曲、即ちバリ・チューバアンサンブルのために作曲されたオリジナル作
品または、アレンジされたものでも他の形態や編成でアレンジされていないものに絞ることとし
た。
次に、３．情報を収集するにおいて示した①〜⑤の項目を満たすものであるか、楽譜を確認し
た。ここで問題になったのが、「④　高音域から低音域まで合奏体に厚みがある」の部分であった。
音域の低い楽器で、奏者がどこまで最高音を伸ばし、表現できるのかが焦点となった。奏者と十分
に話し合い、実際に楽譜を楽器で音にする初見試奏を行った。結果、ユーフォニアムのハイＣ音を
一つの目安とし、一つの楽曲に辿り着くことが出来た。
以上のような行程を基本とし、2001年度以降の選曲を行った。選択した楽曲は以下のとおりで
ある（表13）。
表13
年度 作曲家名 楽曲名
2001 マルティノ ユーフォニアムとチューバのためのファンタジー
2002 青島広志 グノーム
2003 シューリー チェロキー
2004 ハリー・ウォーレン ミュージカル 42nd ストリートより
2005 ステフェン・ブラ セレスティアル組曲
2007 マルティノ ユーフォニアムとチューバのためのファンタジー
2009 リーマン ユーフォニアムとチューバのためのソナチネ
2010 フォーブス コンセクエンシーズ
尚、各楽曲の特徴と楽曲研究・演奏研究の詳細は、次稿以降に譲る。
5. まとめとして
演奏会、コンテストのいずれにおいても、どのような楽曲を選択するかは重要事項であり、企
画・演奏者の価値観・技量・聴衆のニーズに適った選曲のためには、十分な検討が必要となる。さ
らに重視すべきは、筆者（指導者）と奏者の双方が納得できる楽曲を選択することである。このよ
うな経緯を踏まえての選曲後、実践的な楽曲研究、分析及び演奏研究に取り組むこととなる。
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